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答　

入
札
し
て
も
他
社
が
入
っ
て

こ
な
い
。
運
転
手
の
確
保
、
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
難
し
い
問
題
を

抱
え
て
い
る
。

問　

ア
ラ
パ
の
利
用
状
況
は
。

答　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
ス
タ

ジ
オ
ル
ー

ム
の
ヨ
ガ

教
室
が
盛

況
。
し
ば

ら
く
は
町

が
直
営
、

そ
の
後
指

定
管
理
に

し
た
い
。

問　

新
電
力
に
し
た
効
果
は
出
て

い
る
か
。

答　

町
所
有
の
主
な
施
設
13
カ
所

を
新
電
力
に
し
た
12
月
か
ら
３
月

ま
で
の
４
カ
月
で
、
委
託
料
を
含

め
て
も
４
１
０
万
円
の
効
果
が
で

て
い
る
。
年
間
１
，
２
０
０
万
円

ほ
ど
経
費
削
減
で
き
る
見
込
み
。

■
民
生
費

　

前
年
度
比
３
，
４
９
３
万
円
、

1.4
％
増
で
す
。

問　

保
育
園
の
未
満
児
の
利
用
が

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
施
設
、
職

員
配
置
な
ど
で
余
裕
は
あ
る
か
。 たつの未来館（アラパ）

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か

ら
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
決
算
議
会
」
と
も
い
わ
れ
る

今
議
会
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
12
件
を
は
じ
め
、
条
例

関
係
、
補
正
予
算
等
の
町
提
出
の

25
議
案
を
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
６
件

の
内
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

 

な
お
、
各
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
、
代
表
監
査
委
員
か
ら
「
適

正
」
と
す
る
審
査
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

一
般
質
問
に
13
人
が
登
壇

　

一
般
質
問
は
10
日
・
11
日
に
行

わ
れ
、
議
員
13
人
が
町
政
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
大
阪

北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
、
さ
ら
に
は
か

つ
て
な
い
猛
暑
を
受
け
て
、
災

害
・
防
災
対
策
や
学
校
・
保
育
園

１
億
３
，
５
５
７
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
町
の
収
入

に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
町
税
は

昨
年
に
引
き
続
き
1.8
％
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

歳　

出

歳
出
は
86
億
３
，
２
４
５
万
円

前
年
比
１
億
１
，
６
３
６
万
円
減

■
議
会
費

　

前
年
度
比
84
万
円
、
0.9
％
減
で

す
。

■
総
務
費

　

前
年
度
比
１
億
５
，
２
５
３
万

円
、
13
・
６
％
増
で
す
。

問　

財
政
調
整
基
金
残
高
20
億

６
，
０
０
０
万
円
は
適
正
規
模
で

あ
る
か
。

答　

急
な
予
定
外
に
必
要
に
な
っ

た
予
算
に
対
し
て
繰
り
入
れ
る
た

め
の
も
の
で
、
標
準
財
政
規
模
と

比
較
し
て
適
正
と
考
え
て
い
る
。

問　

二
地
域
居
住
住
宅
設
備
工
事

費
が
当
初
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

答　

県
の
仕
様
に
基
づ
き
県
産
材

の
木
材
を
使
う
な
ど
し
た
た
め
。

問　

公
共
交
通
の
委
託
先
が
１
社

に
集
中
し
て
し
ま
う
の
は
。

答　

前
年
11
月
の
申
し
込
み
に
基

づ
き
職
員
配
置
を
決
め
る
。
途
中

入
園
の
場
合
、
職
員
配
置
が
難
し

く
な
り
、
他
へ
の
入
園
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

青
少
年
時
代
か
ら
引
き
こ

も
り
に
な
っ
た
人
の
成
人
後
の

見
守
り
は
。

答　

親
族
と
相
談
し
、
上
伊
那
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
マ
イ
サ
ポ
上

伊
那
）等
の
県
の
組
織
の
指
導
で
、

仕
事
の
斡
旋
等
、
自
立
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
も
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
居
場
所
と
し
て
の

利
用
も
で
き
る
。

問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
利

用
状
況
は
。

答　

相
談
は
多
い
が
、
登
録
に
結

び
付
い
て
い
な
い
。
制
度
化
は
上

伊
那
で
は
遅
か
っ
た
が
、
助
成
制

度
は
辰
野
だ
け
で
あ
る
。

意
見　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

制
度
に
つ
い
て
、
ほ
た
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
な
ど
で
保
護
者
へ
広
報
を
。

■
衛
生
費

　

前
年
度
比
３
，
０
３
２
万
円
、

2.8
％
増
で
す
。

問　

環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
は
。

の
通
学
路
の
安
全
確
保
、
冷
房
施

設
の
整
備
な
ど
が
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

29
年
度
一
般
会
計
決
算

　

29
年
度
一
般
会
計
決
算
に
関
す

る
総
務
産
業
・
福
祉
教
育
両
常
任

委
員
会
及
び
本
会
議
で
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
各
常
任
委
員
会
報
告
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

歳　

入

町
税
は
24
億
８
，
２
０
７
万
円

前
年
比
４
，
４
８
４
万
円
増

　

歳
入
総
額
90
億
５
，
６
５
０
万

円
で
、
前
年
比
１
億
１
，
２
０
６

万
円
、
1.2
％
の
減
で
す
。
県
支

出
金
が
２
億
５
，
４
５
４
万
円

の
増
と
な
る
な
か
、
町
債
で

２
億
６
５
０
万
円
、
財
産
収
入
で

防
災
・
減
災
な
ど
を
議
論

９月定例会９月定例会

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定
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条
例
の
一
部
改

正
・
育
児
休
業
取
得

後
の
職
員
の
給

与
の
取
扱
い
を

改
善
す
る
も

の
。

○
地
域
経
済
牽
引

事
業
促
進
の
た

め
の
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例

制
定

○
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
以
上
２
件
は
、
企
業
の
設
備
投

資
に
対
す
る
固
定
資
産
税
課
税

免
除
に
関
す
る
国
の
法
改
正
に

伴
う
も
の
。

補
正
予
算
と
主
な
内
容

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

・
小
中
学
校
空
調
設
備
設
計
業
務

委
託
料
、
町
道
12
号
線
用
地
測

量
等
委
託
料　

他

問　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

に
よ
る
測
量
設
計
は
。

答　

横
川
ダ
ム
か
ら
蛇
石
ま
で
の

歳 出
8,632,450
（千円）

総務費
1,276,803 
14.8%

民生費
2,496,216
28.9%

衛生費
1,115,461
12.9%

農林水産業費　336,837　3.9%

議会費　91,719
　　　　1.1%

公債費
718,072
　　8.3%

災害復旧費
670
0.0%

教育費
778,783
9.0%

消防費
248,181
2.9%

土木費
1,142,870
13.2%

商工費
426,839
5.0%

答　

少
し
ず
つ
行
っ
て
は
い
る
。

各
専
門
分
野
で
適
任
者
に
お
願
い

し
て
、
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
。

問　

マ
マ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
利
用

状
況
は
。

答　

28
年
度
利
用
者
ゼ
ロ
が
29
年

度
は
５
人
（
外
国
か
ら
来
ら
れ
た

方
）。
家
の
中
ま
で
入
ら
れ
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
よ
う
だ
。

■
農
林
水
産
業
費

　

前
年
度
比
５
，
２
２
２
万
円
、

18
・
３
％
増
で
す
。

問　

か
や
ぶ
き
の
館
の
平
日
利
用

拡
大
の
考
え
は
。

答　

学
生
の
合
宿
誘
致
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

荒
廃
農
地
の
状
況
は
。

答　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
増

加
傾
向
に
あ
る
。
対
策
と
し
て
は

各
地
区
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

■
商
工
費

　

前
年
度
比
２
，
１
０
８
万
円
、

4.7
％
減
で
す
。

問　

土
地
開
発
公
社
補
助
金
は
。

答　

１
億
円
の
補
助
金
は
29
年
度

で
終
了
す
る
。

問　

北
沢
工
業
団
地
東
の
遺
跡
調

査
は
。

答　

再
調
査
が
必
要
な
と
こ
ろ
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
。

■
土
木
費

　

前
年
度
比
６
，
０
８
９
万
円
、

5.6
％
増
で
す
。

問　

橋
梁
定
期
点
検
業
務
の
箇
所

数
は
。

答　

全
体
で
２
８
３
カ
所
、
29
年

度
は
１
３
０
カ
所
の
橋
梁
を
点
検

し
、
残
り
が
３
カ
所
で
30
年
度
に

点
検
実
施
す
る
。
31
年
度
か
ら
は

ま
た
次
の
点
検
計
画
が
始
ま
る
。

問　

辰
野
駅
前
街
な
み
環
境
整
備

事
業
の
進
捗
は
。

答　

３
年
計
画
で
進
め
て
お
り
昨

年
は
課
題
の
抽
出
、
２
年
目
の
今

年
は
プ
ラ
ン
作
成
を
進
め
る
。

■
消
防
費

　

前
年
度
比
１
，
４
０
０
万
円
、

5.3
％
減
で
す
。

問　

退
職
消
防
団
員
報
償
負
担
金

は
。

答　

消
防
団
員
等
退
職
報
償
共
済

基
金
に
支
払
い
、
退
職
す
る
団
員

の
階
級
・
所
属
年
数
に
よ
り
下
り

て
く
る
。

■
教
育
費

　

前
年
度
比
２
億
３
，
２
２
８
万

円
、
23
％
減
で
す
。

問　

学
校
現
場
で
の
タ
イ
ム
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
の
効
果
は
。

答　

教
員
も
時
間
の
意
識
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
が
、
仕
事
の
量
は

変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
根
本
的

な
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

問　

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委

員
会
の
成
果
は
。

答　

行
政
の
数
値
目
標
の
達
成
度

は
検
証
し
て
い
る
が
、
役
場
以
外

の
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

■
災
害
復
旧
費

　

前
年
度
比
23
万
円
、
25
・
５
％

減
で
す
。

■
公
債
費

　

前
年
度
比
１
億
７
，
８
８
２
万

円
、
19
・
９
％
減
で
す
。

条
例
改
正
と
主
な
内
容

戸
籍
謄
・
抄
本
、
所
得
証
明
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

○
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

・
戸
籍
謄
・
抄
本
、
所
得
証
明
の

コ
ン
ビ
ニ
端
末
機
で
の
交
付
開

始
、
及
び
航
空
写
真
や
地
番
図

デ
ー
タ
等
の
電
子
デ
ー
タ
の
閲

覧
等
に
関
す
る
手
数
料
の
整
備
。

○
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
制
定

　
（
委
員
会
審
査
参
照
）

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

約
２
０
０
ｍ
の
法
面
劣
化
に
つ
い

て
維
持
補
修
の
た
め
の
調
査
。

問　

下
辰
野
家
屋
解
体
費
用
は
。

答　

町
の
代
執
行
で
あ
り
、
町
負

担
と
な
る

○
平
成
30
年
度
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
中
ノ
橋
地
区
配
水
管
拡
張
工
事

の
増
工
。

○
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
以
上
２
件
は
、
過
年
度
分
精
算

に
伴
う
国
庫
返
戻
金
と
予
備
費

の
増
額　

他

平成 29年度一般会計歳出　目的別内訳
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請願・陳情の審議等の結果

件　　　　　　　　　　　　　名 提　　出　　者 委員会
審　査

本　　会　　議

賛　成 反　対 議決結果

1 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 中信地区私学助成推進協議会 一部
採択 13 0 一部採択

2 国に対して「介護職員の待遇改善を求める意見書」の提出を求める陳情書 上伊那社会保障推進協議会 採　択 13 0 採　択

3
子どもの医療費完全窓口無料化を求める請願書 辰野の子どもの未来を考えよう会 不採択 13 0 不採択

〈質問：瀬戸〉「町への意見書提出」は、制度上できないとのことだが、
委員会での協議の結果等の報告書の提出はできると思うが。

〈答弁：垣内〉委員会で協議の結果、賛成２、反対４でそのような取り扱
いは行わないことになった。

4 種子の生産、供給に関する県の条例制定を求める請願 生活クラブ生活協同組合辰野支部 採　択 13 0 採　択

請願・陳情によらない意見書の発議
件　　　　　　　　　　　　　名 提出者 賛　　　成 反　　対 議決結果

1

保育園における空調設備設置の促進を求める意見書 垣内
小澤・向山・山寺・篠平・中谷・
宇治・成瀬・瀬戸・宮下・根橋・
垣内・堀内

熊谷 可決

〈趣旨説明：垣内〉委員会報告参照

〈反対：熊谷〉辰野町だけの特別なことではないので、辰野町議会単独で
なく上伊那広域や県町村議会で連携する等するべきである。国の財政を考
えたとき、上位に来るべき課題ではあるが、今あえて提出する必要はない。

〈賛成：向山〉安倍内閣は少子高齢化対策を大きな政策の柱にしている。
義務教育に対して補助制度がありながら、保育園に対して制度がなく、
今後の方向も不明確である。地方から意見を挙げることは意義がある。

2

オスプレイの飛行訓練に関する意見書 瀬戸 向山・宇治・瀬戸・根橋・
垣内

小澤・熊谷・山寺・中谷・
篠平・宮下・成瀬・堀内 否決

〈趣旨説明：瀬戸〉長野県では２５年３月、安全性、訓練の具体的内容等について、関係自治体、住民へ事前に十分説明するよう政府に求めている。
２８年９月には県知事・市長会長・町村会長が、２９年２月には知事名で同様の申し入れをしている。しかし、７月の辰野町上空飛行についても、
一切通知がされていない。主権国家としてあり得ない事態。低空飛行訓練空域に至る往復ルートは明らかになっていない。今後、当町上空を飛来
することが想定され、安全性等明らかにされないままでの米軍の一方的な訓練強行は許されない。辰野町民の生命、財産が失われてからでは遅い。

〈反対：小澤〉飛行訓練は、日米安保条約、地位協定で定められており、
この見直しがない限り訓練中止は無理である。町はこれまで町村会の一
員として県・市長会とともに申し入れをし今後もその方針である。これ
により町へもメールが入るという。オスプレイは辰野の上空だけを飛ぶ
のではない。広域、県全体で取り組むべきであり町単独での決議に反対
する。

〈賛成：向山〉オスプレイは安全性に問題があり、事故が後を絶たな
い。どこの空であろうと危険性の高いものの飛行は認めるべきでない。
今後、オスプレイ飛行は日常化する可能性が高い。県内２つの訓練空
域に至るコースは決められていない。どこを通ってもよいことになる。
私たちの住むこの地域の上空の安全を守るという一点で、決議をすべ
きと考える。

〈反対：成瀬〉県は２９年に４項目の申し入れをするなど、動いている。
①訓練に関する情報の提供、②県民や観光客の安全確保、③市街地・観
光地を避ける、④地位協定合意事項の順守、という内容で、訓練中止は入っ
ていない。県は市町村の意見をまとめて、「事前に十分説明を」と強く求
めている。一つの町や議会が単独で提出するとかえって混乱を招く。

〈賛成：根橋〉行政が広域連合や県と連携して取り組むことは大事であ
るが、住民が不安を持っている中で、住民代表として議会がどう動く
か問われている。日米地位協定では航空法も適用にならないので、市
街地での低空飛行も可能で、せめて、その事前通告を、と再三求めて
いるが、一切通告なく訓練が行われている。議会として要請していく
意味は充分ある。

そ
の
他
の
議
案
と
主
な
内
容

○
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
小

野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
変
更

に
つ
い
て

　
　

仮
設
工
事
の
不
用
減
額
等

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
委
員
６
名
中
２
名
の
任
期
満
了

に
伴
い
北
條
勝
美
氏
、
増
澤
進

氏
（
と
も
に
新
任
）
の
推
薦
に

同
意
。
任
期
３
年
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

・
委
員
４
名
中
１
名
の
任
期
満
了

に
伴
い
根
橋
久
人
氏
（
再
任
）

の
任
命
に
同
意
。
任
期
４
年
。

報
告
事
項
と
主
な
内
容

○
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
平

成
29
年
度
財
政
指
標
等
の
報
告

に
つ
い
て

・
普
通
会
計
の
実
質
赤
字
比
率
等

の
指
標
と
、
企
業
会
計
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

も
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る

と
の
報
告
。

○
平
成
29
年
度
教
育
に
関
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の

点
検
及
び
評
価
報
告
書
に
つ
い

て
・
教
育
委
員
会
の
事
務
に
関
す
る

自
己
点
検
に
対
す
る
外
部
評
価

の
報
告
。

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・
町
が
損
害
賠
償
の
責
を
負
う
も

の
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
１
件
。

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

・
別
表
の
と
お
り

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

《
請
願
・
陳
情
採
択
に
よ
る
も
の
》

○
種
子
の
生
産
、
供
給
に
関
す
る

県
の
条
例
制
定
を
求
め
る
意
見

書
○
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に
関

す
る
意
見
書
（
国
宛
て
及
び
県

宛
て
の
２
件
）

○
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
を
求
め

る
意
見
書

…
以
上
、
全
会
一
致
で
可
決

《
請
願
・
陳
情
に
よ
ら
な
い
も
の
》

○
保
育
園
に
お
け
る
空
調
設
備
設

置
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

…
賛
成
多
数
で
可
決

○
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
に
関

す
る
意
見
書

…
賛
成
少
数
で
否
決
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　議員研修会
○県町村議会議員研修会　7/20
　「これからの議会のあり方」講師：江藤俊昭山梨学院大学教授、
「観光による地域振興」講師：田村秀長野県立大教授による
講演を聴講しました。住民とあゆむ議会として、陳情請願へ
の参考人制度等を議会基本条例に盛り込むこと等が必要だと
学びました。

○上伊那市町村議会議員研修会　9/26
　「上伊那森林組合木質バイオマスエネルギー工場」「新ごみ
中間処理施設」を見学しました。上伊那の木材を使用したペレッ
ト製造、販売は上向きとの説明に、産業として拡大ができる
のではと考えさせられました。その後、上伊那地域振興局（以
前の上伊那地方事務所）局長による「しあわせ信州創造プラ
ン2.0」講演を聴講しました。

　臨時議会
　平成 30年８月6日臨時議会が開催され
ました。
　議案第1号30年度一般会計補正予算（第
３号）は、7月に発生した豪雨災害の復旧
に係る専決補正予算で、６７８万円が追加計
上されたもの。
　議案第 2号は平成 30 年度塵芥車購入
契約で、契約金額が１，１６０万円です。
　議案第３号は平成 30年度小型動力ポン
プ付積載車購入契約で、契約金額は９２７万
円余で、第６分団に配置されます。
　以上３議案は審議のうえ、原案のとおり
全会一致で可決しました。

辰野町議会・議員に関する住民アンケート結果から －その１－
初めての試みとして「辰野町議会・議員等に関する住民アンケート」を、６月２０日～７月３１日の間で、町内在住
の１８歳以上の男女１,０００人（無作為抽出）を対象に配布した結果は、回答数３６３人（回答率３６.３％）。その
ネライは「住民を代表する議会が果たす役割と責務はこれからも重要視されて行く中、様々な課題に対する今後の
議論の場への情報提供の一つとして参考にするため」の１０項目の調査である。（回答については上位３つのみ記載）

１０項目中残り 4項目及びまとめについては、次号に掲載いたします。

質問１　議会に関する情報源は何か（複数回答）
⑴地元新聞
　　　　　（３７％）
⑵議会だより
　　　　　（３０％）
⑶ほたるチャンネル
　　　　　（１６％）

質問２　開かれた議会を目指した日常活動に
　　　力を入れていますがどの様に感じるか
⑴一定の努力度が
　感じられる　　（４０％）
⑵あまり感じられない
　　　　　　　　（３１％）
⑶どちらともいえない
　　　　　　　　（１３％）

質問３　議会・議員活動に何を期待するか
（複数回答）⑴住民要望の対応

　　　　（２９％）
⑵行政運営のチェック
　　　　（１６％）
⑶町長等への提言・提案
　　　　（１４％）

質問４　町議会の女性議員（現在３名）に対
　　　しどの様に考えるか
⑴少ないと思う
　　　　　　　（５０％）
⑵男女均等まで増えてよい
　　　　　　　（３２％）
⑶多いと思う　（　４％）

質問５　現行１４名の議員定数をどう思うか
⑴現状のままで良い
　　（５０％）
⑵辰野町議会としては多い
　　（３３％）
⑶どちらとも言えない
　　（１２％）

質問６　現行の議員報酬は２２７,０００円
　　　ですが、どのように考えますか
⑴他市町村議会の実態を
　見て現状で良い　　（４３％）
⑵厳しい財政下では下げるべき
　　　　　　　　　　（１７％）
⑶定数を減らした人数分
　を上乗せして良い　（１３％）

⑴
37％

⑵
30％

⑶
16％

その他
17％

⑴
29％

⑵
16％⑶

14％

その他
41％

⑴
50％⑵

33％

⑶
12％

その他　5％

⑴
40％

⑵
31％

⑶
13％

その他
16％

⑴
50％⑵

32％

⑶
4％

その他
14％

⑴
43％

⑵
17％

⑶13％

その他
27％
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松枯損木の処理状況

委員会審査から

総務産業総務産業
特別会計決算審査
決算に関する現場審査　　条例審査
町長への要望事項
請願審査

特別会計決算審査
決算に関する現場審査　　条例審査
町長への要望事項
請願審査

総務産業常　任
委員会総務産業常　任
委員会

審査から
特
別
会
計
決
算
審
査

　

９
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
総

務
産
業
常
任
委
員
会
室
に
お
い
て

委
員
全
員
出
席
の
も
と
、
副
町
長

及
び
担
当
課
担
当
者
の
説
明
を
受

け
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
収
入
総
額
は

４
億
５
１
９
万
円
、
前
年
度
比

２
１
１
万
円
、
0.5
％
の
減
で
、
支

出
総
額
は
３
億
５
，５
８
２
万
円
、

前
年
度
比
８
３
９
万
円
、
2.3
％
の

減
で
す
。
収
支
差
引
で
は
、
４
，

９
３
７
万
円
の
黒
字
で
す
。

　

上
水
道
料
金
の
年
度
毎
の
徴
収

率
が
示
さ
れ
、
年
々
向
上
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

水
道
事
業
会
計
は
一
般
企
業

に
例
え
れ
ば
優
良
企
業
と
言
え
る

が
、
料
金
改
正
の
考
え
は
。

答　

今
は
特
に
考
え
て
い
な
い
。

問　

29
年
度
は
徴
収
率
が
99
・

07
％
と
良
好
な
値
だ
が
空
き
家
な

ど
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答　

空
き
家
所
有
者
か
ら
の
閉

栓
、
開
栓
の
依
頼
に
対
し
、
都
度

き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
る
。

■
簡
易
水
道
特
別
会
計

　

８
簡
易
水
道
の
歳
入
総
額
は

４
，
２
９
３
万
円
、
歳
出
総
額
は

４
，
１
２
５
万
円
で
、
１
６
８
万

円
を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

問　

以
前
は
統
合
に
関
し
て
後
ろ

向
き
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
各
世

帯
へ
の
量
水
器
設
置
に
当
り
、
苦

情
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
な
い
か
。

答　

特
に
問
題
は
な
い
。

■
公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

歳
入
総
額
は
10
億
５
，
７
６
７

万
円
、
前
年
度
比
８
，
３
４
７
万

円
、
8.6
％
の
増
で
す
。
歳
出
総
額

は
、
９
億
９
，
１
０
８
万
円
で
前

年
度
比
９
，
７
６
１
万
円
、
10
・

９
％
の
増
で
、
６
，
６
５
９
万
円

を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。
水

洗
化
率
は
93
・
5
％
で
す
。

問　

歳
入
歳
出
の
差
６
，
６
０
０

万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

経
費
削
減
や
翌
年
に
延
期
し

て
い
る
事
業
の
た
め
。

問　

平
成
32
年
か
ら
公
営
企
業
法

適
用
の
計
画
で
進
ん
で
い
る
が
、

料
金
値
上
げ
は
必
要
か
。

答　

公
営
企
業
法
適
用
に
合
わ
せ

固
定
資
産
の
調
査
・
評
価
を
進
め

る
中
で
料
金
設
定
に
つ
い
て
も
調

べ
て
い
く
。

■
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

歳
入
総
額
は
３
億
７
６
３
万

円
、
前
年
度
比
１
億
１
，
５
５
３

万
円
、
60
・
1
％
の
増
で
す
。
主

な
も
の
は
、
塩
尻
市
負
担
金
、
下

水
道
使
用
料
等
で
す
。
歳
出
総
額

は
２
億
９
，
８
８
６
万
円
、
前

年
度
比
１
億
１
，
２
４
７
万
円
、

60
・
3
％
の
増
で
、
８
７
７
万
円

を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

特
別
会
計

　

５
施
設
の
歳
入
総
額
は
１
億

５
６
２
万
円
で
、
前
年
度
比

２
６
３
万
円
、
2.4
％
の
減
で
す
。

歳
出
総
額
は
９
，８
４
８
万
円
で
、

前
年
度
比
４
９
６
万
円
、
5.3
％
の

増
で
、
７
１
４
万
円
を
翌
年
度
に

繰
越
し
ま
し
た
。

問　

沢
底
地
区
と
北
部
地
区
が
公

共
下
水
道
に
結
合
さ
れ
る
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

答　

現
在
こ
の
２
カ
所
の
施
設
の

後
利
用
計
画
を
作
成
中
で
、
防
災

倉
庫
と
し
て
利
用
す
る
計
画
で
あ

る
。
来
年
度
は
認
可
変
更
を
受
け

て
、
結
合
工
事
を
実
施
す
る
。
上

横
川
、
下
横
川
、
北
部
西
の
３
地

区
に
つ
い
て
は
、
施
設
は
現
状
の

ま
ま
平
成
32
年
に
経
営
統
合
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の

５
地
区
に
新
規
加
入
す
る
場
合
の

受
益
者
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

問　

地
元
住
民
に
、
平
成
32
年
の

経
営
統
合
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
地
元
と
の
連
絡
会
を

年
に
2
回
設
け
て
周
知
徹
底
し

て
い
く
。

■
地
域
情
報
告
知
シ
ス
テ
ム

特
別
会
計

　

歳
入
総
額
は
１
，
７
２
４
万
円

で
、
前
年
度
比
４
，
５
０
０
万
円
、

72
・
3
％
の
減
で
す
。
歳
出
総
額

は
１
，
５
７
０
万
円
で
、
前
年
度

比
４
，
５
９
９
万
円
、
74
・
6
％

の
減
で
、
機
器
の
リ
ー
ス
料
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

決
算
に
関
す
る
現
場
審
査

　

９
月
14
日
、
次
の
５
事
業
の
現

場
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

①　

松
枯
損
木
処
理
（
荒
神
山
）

②　

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
事

業
荒
神
山
公
園
野
球
場
整
備
工

事
③　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
事

業
小
野
五
差
路
南
線
工
事
（
取

付
道
路
の
舗
装
工
事
）

④　

同
（
道
路
基
盤
整
備
工
事
）

⑤　

平
成
28
年
度
繰
越
生
活
基
盤



2018年11月　たつのまち 議会だより　No.717

施
設
耐
震
化
事
業
駒
沢
浄
水
場

整
備
工
事

　

各
事
業
と
も
計
画
ど
お
り
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
以

上
特
別
会
計
６
議
案
の
審
査
結
果

は
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

条
例
審
査

辰
野
町
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

外
国
で
勤
務
等
す
る
配
偶
者
と

生
活
を
共
に
す
る
た
め
休
業
制
度

を
設
け
、
職
員
の
継
続
的
な
勤
務

を
促
進
さ
せ
る
も
の
。

問　

移
転
先
の
海
外
で
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
は
可
能
か
。

答　

可
能
だ
が
任
命
権
者
の
許
可

は
必
要
で
あ
る
。

辰
野
町
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進

の
た
め
の
固
定
資
産
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

現
在
の
地
域
経
済
に
力
強
さ
が

な
く
設
備
投
資
が
低
迷
し
て
い
る

中
、
国
は
企
業
立
地
促
進
法
を
一

部
改
正
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
昨
年

度
策
定
さ
れ
た
上
伊
那
基
本
計
画

に
合
わ
せ
、
新
た
に
条
例
の
制
定

を
す
る
も
の
。
国
が
認
定
し
た
企

業
が
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
た
事
業

で
設
備
し
た
も
の
に
対
し
、
固
定

資
産
の
課
税
を
3
年
度
分
に
限
り

免
除
す
る
も
の
。

問　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
地
域

と
は
、
上
伊
那
を
指
す
の
か
。

答　

上
伊
那
8
市
町
村
合
同
で
基

本
計
画
を
立
て
て
お
り
、
上
伊
那

一
円
を
指
す
。

問　

国
が
認
定
し
た
企
業
と
あ
る

が
、
町
内
企
業
の
中
に
あ
る
か
。

答　

県
内
に
63
社
、
辰
野
町
で
は

1
社
「
辰
野
タ
ン
ケ
ン
」
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

問　

全
国
２
，
０
０
０
社
が
認
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
ど
の
様
な

会
社
が
選
ば
れ
て
い
る
の
か
。

答　

認
定
さ
れ
た
経
過
は
公
表
さ

れ
て
い
な
い
が
、
業
界
推
薦
等
に

よ
り
大
企
業
で
な
く
中
堅
企
業
が

選
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

審
査
の
結
果　

以
上
２
件
全
員
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。町

長
へ
の
要
望
事
項

１
．
早
急
な
都
市
計
画
道
路
及
び

道
路
網
整
備
計
画
策
定
を

　

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
、
及

び
そ
れ
に
伴
う
町
内
道
路
網
整
備

計
画
を
早
期
に
進
め
、
計
画
作
成

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　

今
年
度
か
ら
辰
野
町
第
五

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
あ

る
辰
野
町
全
体
の
道
路
網
に
つ
い

て
の
将
来
像
を
示
す
道
路
網
計
画

の
策
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
今
年
度
は
、
17
区
の
役
員

や
地
区
の
道
路
委
員
会
、
期
成
同

盟
会
、
期
成
同
盟
準
備
会
等
に
出

向
き
、
道
路
状
況
や
道
路
要
望
、

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
の
意
見

聴
取
、
情
報
収
集
を
行
う
た
め
図

面
作
成
等
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

駅
前
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
辰

野
地
区
の
住
民
か
ら
な
る
辰
野
駅

前
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お

い
て
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の

た
た
き
台
の
協
議
を
行
っ
て
お

り
、来
年
３
月
町
に
提
案
の
予
定
。

都
市
計
画
道
路
は
こ
の
プ
ラ
ン
と

の
整
合
性
が
必
要
で
あ
る
。
今
年

度
は
情
報
収
集
・
分
析
の
上
、
辰

野
町
道
路
網
検
討
委
員
会（
仮
称
）

を
組
織
し
、
10
年
、
20
年
後
を
目

指
し
た
道
路
計
画
を
策
定
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

２
．
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
の
補
助
制

度
策
定
を

　

町
内
の
一
般
家
庭
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
改
修
の
補
助
制
度
を
策
定
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　

町
内
通
学
路
等
の
調
査
結

果
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視

す
る
中
、
来
年
度
予
算
計
上
で
き

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

請
願
審
査

種
子
の
生
産
、
供
給
に
関
す
る
県

の
条
例
制
定
を
求
め
る
請
願

趣
旨　

種
子
法
に
代
わ
り
、
種
子

の
生
産
・
供
給
に
関
す
る
県
条
例

制
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

意
見

①
食
の
安
全
に
係
る
部
分
の
規
制

は
あ
る
程
度
必
要
な
の
で
、
種
子

法
が
廃
止
さ
れ
た
今
は
県
レ
ベ
ル

で
コ
メ
な
ど
の
種
子
の
開
発
、
管

理
す
る
条
例
が
必
要
で
あ
る
。

②
外
国
資
本
が
日
本
の
種
子
を
独

占
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
そ
れ
ら
が

日
本
か
ら
撤
退
し
た
と
き
は
大
き

な
問
題
と
な
る
。

審
査
の
結
果　

全
員
一
致
で
採
択

の
上
意
見
書
提
出
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　総務産業常任委員会

林業・森林管理勉強会
　７月２４日、委員７人と町産業振興課職員を講師
に、小横川農家民宿おおたきにおいて林業・森林
管理についての勉強会を実施しました。当町の森
林面積は、総面積の８６％の１万３５６haで、主た
る資源構成は、人工林が６３％、天然林が３６％で、
アカマツ４６％、カラマツ２９％、広葉樹１５％等と
のことです。良質のカラマツは「信州プレミアム
カラマツ」とブランド化され販売されている他、
パルプや強度の強いベニヤ等になり、南信木材セ
ンター（新町）、伊那木材センター（東春近）の
県森林組合等で扱い、月一回販売しているとのこ
とです。屋外では森林計画図（林班図）の見方に
ついて、目の前の小横川南岸の山林とを見比べ
説明を受けました。森林に囲まれた辰野町、産業
としての林業の発展、生業としての林業が、当町
で実現できないものか、今後検討して行くことが
必要ではないかと考えさせられた勉強会でした。
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委員会審査から

特別会計決算審査
決算に関する現場審査
町長への要望事項
請願・陳情審査　　意見書提出

特別会計決算審査
決算に関する現場審査
町長への要望事項
請願・陳情審査　　意見書提出

福祉教育常　任
委員会福祉教育常　任
委員会

特
別
会
計
決
算
審
査

　

９
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
福

祉
教
育
常
任
委
員
会
室
に
お
い
て

委
員
全
員
出
席
の
も
と
、
教
育
長

及
び
担
当
課
担
当
者
の
説
明
を
受

け
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
総
額
は
24
億
１
，
３
０
２

万
円
で
、
前
年
比
５
，
５
２
７
万

円
の
増
で
す
。

　
「
一
人
当
り
医
療
費
が
、
前
年

度
は
県
36
位
だ
っ
た
が
、
29
年
度

は
18
位
と
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

高
額
な
医
療
費
が
か
か
っ
た
方
が

数
名
い
た
た
め
、
一
気
に
上
が
る

こ
と
に
な
っ
た
。
全
体
的
に
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
上
が
っ
た
訳

で
は
な
い
」
と
の
説
明
で
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所特

別
会
計

　

歳
出
総
額
は
５
４
１
万
円
で
、

前
年
比
58
万
円
の
減
で
す
。

第
一
診
療
所
：
週
１
日　

金
曜
日

　

２
８
０
件　

前
年
比
46
件
減

川
島
診
療
所
：
週
１
日　

火
曜
日

　

２
１
１
件　

前
年
比
20
件
減

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
出
総
額
は
２
億
７
，
６
２
１

万
円
で
、
前
年
比
１
，
１
６
７
万

円
の
増
で
す
。
75
歳
以
上
お
よ
び

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
の
あ

る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
一

人
当
た
り
医
療
費
が
上
が
る
と
国

保
よ
り
も
町
へ
の
負
担
は
大
き
く

な
る
。
ど
う
減
ら
す
か
。

答　

保
健
福
祉
課
で
、
後
期
高
齢

者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
等
を
勧
め

て
も
ら
い
、
国
保
と
同
様
に
、
病

気
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

■
辰
野
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
収
入
総
額
は
21

億
５
，
０
６
３
万
円
、
前
年
度
比

１
，
７
６
２
万
円
、
0.8
％
の
減
で
、

支
出
総
額
は
21
億
４
，
０
６
９
万

円
、
前
年
度
比
９
，
２
５
５
万
円
、

4.1
％
の
減
で
す
。
収
支
差
引
で
は

９
９
３
万
円
の
黒
字
で
す
。
資
本

的
支
出
は
２
億
４
，
１
７
２
万
円

で
す
。

　

外
来
収
益
で
は
、
外
来
患
者
数

は
減
少
し
た
も
の
の
、
１
，
１
０
４

万
円
の
増
と
な
り
、
入
院
収
益

も
、
病
床
利
用
率
の
向
上
に
よ
り

５
，
５
４
６
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。費
用
は
前
年
度
よ
り
約
１
，

４
０
０
万
円
縮
減
さ
れ
、
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

５
億
２
２
０
万
円
で
し
た
。
こ
の

内
、
国
か
ら
交
付
税
、
特
別
交
付

税
と
し
て
約
２
億
５
，
８
０
０
万

円
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
純
粋
な
繰
入
は
約
２
億

４
，
４
０
０
万
円
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
20
床

か
ら
27
床
に
変
更
し
て
、
な
ぜ
診

療
報
酬
が
増
え
る
の
か
。

答　

同
病
床
の
診
療
報
酬
は
出
来

高
部
分
の
積
み
上
げ
と
、
包
括
と

い
う
こ
と
で
定
額
と
な
っ
て
い
る

部
分
と
が
あ
る
。
診
療
行
為
の
内

容
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
収
入

が
得
ら
れ
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
総
額
は
18
億
５
，
８
２
１

万
円
で
、
前
年
比
５
，
６
７
１
万

円
、
3.0
％
減
で
す
。

問　

包
括
的
支
援
事
業
の
取
り
組

み
は
２
年
目
で
地
域
間
の
格
差
が

見
ら
れ
る
。
是
正
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

答　
「
結
」な
ど
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
数
の
差
が
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
差
に
繋
が
っ
て
い
る
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
登
録
数
を
増
や
し
て

町
内
各
地
域
に
満
遍
な
く
配
置
し

た
い
が
、
講
座
に
受
講
者
が
集
ま

ら
な
い
。
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
企
画
し
た
い
が
地
域
か
ら

具
体
的
な
要
望
は
無
い
。

決
算
に
関
す
る
現
場
審
査

　

９
月
14
日
、
次
の
３
事
業
の
現

場
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

①　

町
民
会
館　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

空
調
設
備
改
修
工
事
、
２
階
手
摺

改
修
工
事

②　

辰
野
美
術
館　

非
常
用
自
家

発
電
設
備
取
替
工
事
、
２
階
屋
根

軒
先
改
修
工
事

③　

た
つ
の
未
来
館　

機
械
設
備

工
事
、
電
気
設
備
工
事
、
１
階
屋

上
手
摺
交
換
工
事

　

各
事
業
と
も
計
画
ど
お
り
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
以

上
特
別
会
計
５
議
案
の
審
査
結
果

は
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

町
長
へ
の
要
望
事
項

１
．
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
増
員
を

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
充
実
を
図
る
た
め
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
現
在
の

１
人
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
増
員

を
要
望
す
る
。

答
弁　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
で
大
き
な
役
割

を
担
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

の
活
用
を
支
援
す
る
「
地
域
支
え

合
い
推
進
員
」
で
あ
る
。

　

今
後
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た
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熊本のブロック塀倒壊状況

事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
地
域

で
主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
方
に

も
人
材
を
求
め
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

２
．
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
灯
油
購

入
券
の
配
布
を

　

生
活
困
窮
家
庭
へ
の
灯
油
購
入

券
配
布
に
つ
い
て
、
従
来
の
判
断

基
準
（
10
月
１
日
時
点
、
県
内
平

均
価
格
）
に
拘
わ
ら
ず
、
情
勢
を

総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

答
弁　

灯
油
価
格
は
今
な
お
上
昇

を
続
け
て
い
る
た
め
、
今
後
の
動

向
を
注
意
深
く
見
守
り
、
現
下
の

原
油
を
巡
る
情
勢
等
も
考
慮
し
、

11
月
中
旬
ま
で
に
総
合
的
か
つ
慎

重
に
判
断
し
て
灯
油
購
入
券
の
支

給
に
つ
い
て
決
定
し
て
い
き
た
い
。

３
．
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
要
す
る

費
用
に
対
す
る
補
助
を

　

町
内
通
学
、
通
園
路
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
関
し
て
、
そ
の
所
有

者
の
撤
去
に
要
す
る
費
用
へ
の
補

助
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
補
正

予
算
を
含
め
早
急
に
対
応
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

答
弁　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自
治

体
の
動
向
等
を
ふ
ま
え
る
中
で
、

来
年
度
予
算
計
上
で
き
る
か
ど
う

か
を
検
討
し
て
い
く
。

請
願
・
陳
情
審
査

私
立
高
校
に
対
す
る
公
費
助
成
を

お
願
い
す
る
陳
情
書

趣
旨　

授
業
料
の
負
担
軽
減
策
と

し
て｢

就
学
支
援
金｣

制
度
が
あ

る
が
、
保
護
者
の
負
担
は
深
刻
な

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
私

立
高
校
に
お
い
て
は
経
営
が
厳
し

い
中
、
教
育
環
境
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
教
育
の
一
翼

を
担
う
私
学
振
興
の
た
め
次
の
２

項
目
を
求
め
る
も
の
で
す
。

１
．
町
に
対
し
、
私
立
学
校
に
通

う
生
徒
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
保
護
者
へ
の
直
接
補
助

の
復
活
を
要
望
。

２
．
国
・
県
に
対
し
、
就
学
支
援

金
制
度
の
拡
充
・
私
学
助
成
増
額

の
た
め
の
意
見
書
の
提
出
を
要
望
。

意
見

１
項
に
つ
い
て

①　

か
つ
て
県
内
の
公
立
高
校
の

定
員
は
不
十
分
で
、
多
く
の
希
望

者
が
私
学
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
っ
た
が
、
特
色
あ
る
私

学
教
育
を
選
び
進
学
し
よ
う
と
す

る
現
在
の
状
況
と
は
異
な
る
。

②　

町
の
財
政
も
限
り
が
あ
り
、

他
に
優
先
す
べ
き
事
業
が
あ
る
。

　

以
上
か
ら
不
採
択
と
す
る
べ
き

で
あ
る
。

２
項
に
つ
い
て

①　

十
分
趣
旨
を
理
解
で
き
る
の

で
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
。

審
査
の
結
果　

全
員
一
致
で
、
１

項
は
不
採
択
、２
項
は
採
択
、よ
っ

て
一
部
採
択
の
上
意
見
書
提
出
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

国
に
対
し
て
「
介
護
職
員
の
待
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

趣
旨　

介
護
現
場
に
お
け
る
人
材

確
保·

離
職
防
止
の
実
質
的
な
対

策
や
安
全·

安
心
の
介
護
体
制
の

確
立
は
国
の
責
任
で
行
う
べ
き
で

あ
り
、
人
材
不
足
の
解
消·

介
護

制
度
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
が
欠
か
せ

な
い
と
し
、
国
へ
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果　

全
員
一
致
で
採
択

の
上
意
見
書
提
出
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
完
全
窓
口
無
料

化
を
求
め
る
請
願
書

趣
旨　

保
護
者
に
対
し
て
子
ど
も

の
医
療
費
に
対
す
る
負
担
金
を
求

め
る
こ
と
は
、
収
入
の
な
い
子
ど

も
に
対
し
て
負
担
を
求
め
る
こ
と

と
同
義
で
あ
る
と
し
、
医
療
費
の

完
全
窓
口
無
料
化
な
ど
に
関
し

て
、
町
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
審
査
の
要
旨
〉

　

制
度
上
、
町
議
会
か
ら
当
該
町

長
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
は
で

き
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
上

で
、
請
願
の
趣
旨
の
取
扱
い
に
つ

い
て
協
議
し
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
ま
し
た
。

①　

窓
口
無
料
化
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
あ
り
、
一
部
負
担
金
ま
で

な
く
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
の

負
担
が
多
く
な
る
。
も
う
少
し
様

子
を
見
る
べ
き
。

②　

い
ず
れ
全
県
的
に
も
完
全
無

料
化
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

際
、
町
と
し
て
完
全
無
料
化
に
踏

み
切
る
べ
き
。

審
査
の
結
果　

全
員
一
致
で
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
上

で
、
請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て
賛
成

２
、
反
対
４
で
町
長
へ
報
告
し
な

い
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
に
よ
ら

　

な
い
意
見
書
の
提
出

保
育
園
に
お
け
る
空
調
設
備
設
置

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

趣
旨　

猛
暑
対
策
と
し
て
、
小
中

学
校
の
空
調
設
備
設
置
に
対
し

て
、
国
の
補
助
制
度
の
拡
充
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
保

育
園
の
空
調
設
備
整
備
に
つ
い

て
は
補
助
制
度
が
な
い
こ
と
か

ら
、そ
の
創
設
を
求
め
る
た
め
に
、

国
・
県
へ
意
見
書
の
提
出
を
議
員

発
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員

会
で
協
議
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果　

全
員
一
致
で
議
員

発
議
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
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保
存
が
出
来
る
冷
蔵
庫
を

活
用
し
、
松
茸
の
長
期
保

存
、
熟
成
さ
せ
た
リ
ン
ゴ

と
洋
梨
の
シ
ー
ド
ル
の
商

品
化
。
辰
野
あ
ん
ぽ
柿
研

究
会
は
あ
ん
ぽ
柿
を
増
産

中
。
ま
た
雑
穀
部
会
は
ア

ワ
や
エ
ゴ
マ
の
商
品
化
を

進
め
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
中
。

問　

地
元
の
認
知
度
が
低

く
、
農
産
物
や
商
品
が
住

民
の
口
に
入
ら
な
い
の
が

課
題
だ
と
思
う
が
。

課
長　

数
量
安
定
化
に
あ

わ
せ
、
地
元
普
及
も
進
め

た
い
。

保
育
園
、
小
中
学
校
の

　
　

空
調
設
備
の
計
画
は

問　

保
育
園
、
小
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況

と
来
年
度
の
設
置
計
画
は
。

町
長　

保
育
園
は
本
年
度
、

根
ね

橋
ばし

 俊
とし

夫
お

 議員

町長
県
及
び
関
係
市
町
村
に
説
明
は
な
か
っ
た

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
に
関
し
て

事
前
説
明
は
あ
っ
た
か

山
やま

寺
でら

 はる美
み

 議員

町
長辰野ブランドの
商品化に向けて活動中

食の革命プロジェクト
の進捗状況は

オ
ス
プ
レ
イ

　

飛
行
訓
練
へ
の
対
応
は

問　

７
月
17
日
午
後
５
時

54
分
こ
ろ
、
樋
口
区
、
赤

羽
区
で
多
数
の
町
民
が
オ

ス
プ
レ
イ
２
機
を
目
撃
し

た
。
28
年
9
月
に
は
県
知

事
、
市
長
会
長
、
町
村
会

長
３
者
連
名
に
よ
り
、
国

に
対
し
て
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
は

事
前
に
説
明
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
が
、
今
回
の

訓
練
に
関
し
て
事
前
説
明

は
あ
っ
た
の
か
。

課
長　

今
回
の
訓
練
に
関

し
て
は
長
野
県
及
び
関
係

市
町
村
に
対
す
る
事
前
連

絡
は
な
か
っ
た
。

問　

要
請
を
無
視
し
た
一

方
的
な
訓
練
で
遺
憾
と
考

え
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

課
長　

広
域
連
合
や
県
町

村
会
、
長
野
県
な
ど
に
対

し
て
事
前
説
明
を
国
に
求

め
る
よ
う
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。
10
月
16
日

に
は
町
村
会
と
し
て
要
望

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

救
急
車
の
搬
送
遅
れ
に

対
す
る
対
応
は

問　

最
近
、
救
急
車
が
到

着
し
て
か
ら
医
療
機
関
に

向
け
て
搬
送
出
発
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

て
い
る
実
例
が
多
数
あ
る

が
、
そ
の
実
態
と
今
後
の

対
応
は
。

課
長　

上
伊
那
広
域
消
防

で
は
、
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時

間
は
9
分
で
、
現
場
滞
在

時
間
の
平
均
は
16
分
、
医

療
機
関
に
到
着
す
る
ま
で

の
平
均
時
間
は
29
分
と

な
っ
て
い
る
。
現
場
到
着

後
、
患
者
の
観
察
、
応
急

手
当
、
医
療
機
関
の
受
け

入
れ
な
ど
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
な
お
、
搬

送
医
療
機
関
が
決
ま
る
ま

で
出
発
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

事
務
長　

伊
那
中
央
病
院

で
他
の
病
院
で
受
け
入
れ

で
き
な
い
患
者
を
原
則
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

上
伊
那
地
域
包
括
医
療
協

議
会
で
検
討
し
て
い
る
。

災
害
時
の

　

避
難
の
あ
り
方
及
び

防
災
訓
練
の
見
直
し
は

問　

異
常
気
象
が
常
態
化

し
、
従
来
の
対
応
で
は
限

界
と
考
え
る
。
最
寄
り
の

住
宅
等
へ
の
避
難
や
夜
間

避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
災

害
対
策
を
見
直
す
考
え
は
。

課
長　

各
区
と
も
協
議
し
、

避
難
の
あ
り
方
や
夜
間
訓

練
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
が
補
助
金
を
出
し

て
進
め
る
食
の
革
命
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
か
け
る
町
長

の
思
い
は
。

町
長　

地
域
ぐ
る
み
の
６

次
産
業
化
に
取
り
組
み
、

所
得
向
上
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
か
、
状
況
が
見
え
て

こ
な
い
が
。

課
長　

蔵
番
部
会
は
長
期

未
設
置
の
未
満
児
室
８
部

屋
に
設
置
、
来
年
度
に
は

保
育
室
と
事
務
室
42
部
屋
、

小
中
学
校
で
は
町
内
５
校

普
通
教
室
72
部
屋
に
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。
費
用
は

小
中
学
校
で
２
億
２
千
万

円
余
り
見
込
み
、
保
育
園

は
見
積
も
り
中
。

問　

大
き
な
財
源
が
必
要

だ
が
財
源
確
保
は
ど
う
す

る
か
。

課
長　

小
中
学
校
は
国
の

交
付
金
の
一
部
を
活
用
、

保
育
園
は
今
具
体
的
な
補

助
金
は
な
い
が
、
引
き
続

き
国
の
動
向
を
見
守
り
、

有
利
な
財
源
が
あ
れ
ば
活

用
し
て
い
き
た
い
。

農
家
民
泊
の
推
進
は

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
入
れ
て
、
農
家
民
泊
に

力
を
入
れ
る
目
的
は
何
か
。

課
長　

国
の
農
家
民
泊
推

進
事
業
を
あ
さ
ひ
農
村
振

興
協
議
会
が
行
っ
て
い

る
。
自
然
と
農
業
の
共
存

型
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
し
て
町
全
域
に
広

げ
る
ね
ら
い
が
あ
り
、
戦

略
的
な
意
図
で
協
力
隊
を

入
れ
た
。

プロジェクトで取り組まれた商品の一部
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地
区
」
が
１
期
３
年
だ
っ

た
の
で
、
判
断
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。

　

中
長
期
的
に
は
、
全
町

的
な
児
童
数
の
減
少
傾
向

を
踏
ま
え
、
小
学
校
の
あ

り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
将
来
を
見
据
え
て
構

想
し
た
の
が
校
舎
併
設
型

公
立
小
中
一
貫
校
に
信
州

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
指
定
な
ど
を
加
え
た

「
辰
野
モ
デ
ル
」
だ
。

問　

総
合
教
育
会
議
で
、

策
が
必
要
。
ま
た
搬
入
距

離
が
遠
く
な
り
、
時
間
と

労
力
及
び
ご
み
収
集
車
の

消
耗
が
課
題
と
な
る
。

問　

分
別
方
法
の
変
更
内

容
と
そ
の
徹
底
策
及
び
可

燃
ご
み
の
減
量
対
策
は
。

課
長　

資
源
に
な
ら
な
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
の
不

燃
物
の
48
％
が
可
燃
物
と

な
る
。
可
燃
ご
み
が
増
え

る
た
め
燃
焼
費
用
が
増
大

す
る
。
変
更
内
容
に
対
し
、

広
域
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
す
る
の
で
、
出
前
講

座
を
通
じ
て
徹
底
を
図
り

た
い
。
ご
み
減
量
に
向
け

て
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
活

用
を
促
し
、
水
切
り
の
徹

底
な
ど
各
家
庭
の
啓
発
活

動
を
進
め
た
い
。

川
島
小
学
校
を
含
め
、
町

内
の
小
学
校
の
あ
り
方
を

考
え
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

総
合
教
育
会
議

は
、
町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
が
町
の
教
育
施
策
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
す
る

と
こ
ろ
だ
。
主
宰
は
町
長
。

協
議
を
し
、
町
長
部
局
と

教
育
委
員
会
と
で
合
意
に

達
し
た
も
の
に
つ
い
て
施

策
と
し
て
実
施
し
て
い
く

事
に
な
る
。

問　

川
島
小
学
校
の
存
続

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

は
検
討
委
員
会
の
答
申
を

是
と
し
て
結
論
を
出
し
た
。

町
長
部
局
は
、
そ
れ
を
是

と
し
て
い
な
い
。
総
合
教

育
会
議
は
、
そ
れ
を
暫
定

的
な
結
論
と
し
て
い
る
と

捉
え
て
よ
い
か
。

教
育
長　

そ
う
で
は
な
い
。

「
存
続
」
は
町
長
の
思
い
で

あ
っ
て
、
教
育
委
員
会
、

総
合
教
育
会
議
で
は
一
切

検
討
し
て
は
い
な
い
。
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
提
言

は
５
年
先
、
10
年
先
の
辰

野
町
の
小
学
校
に
つ
い
て

出
し
た
結
論
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
は
生
き
て
い
る
。

川島小学校運動会のひとコマ

来春稼働予定の中間処理施設

町
長

堀
ほり

内
うち

 武
たけ

男
お

 議員

町長

垣
かき

内
うち

 彰
あきら

 議員

「
川
島
小
学
校
の
将
来
を
考
え
る

連
絡
会
議
」
等
で
研
究
し
た
い

辰
野
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
は

ど
こ
で
行
う
か

本年度で終了の方向、
公共施設は継続したい

生ごみの
堆肥化事業の見直しを

問　

堆
肥
化
事
業
は
2
地

区
と
公
共
施
設
で
実
施
し

て
い
る
が
処
理
費
用
が
掛

か
り
、
堆
肥
の
還
元
に
も

寄
与
し
て
い
な
い
の
が
現

状
。
来
年
4
月
よ
り
新
ご

み
中
間
施
設
が
稼
働
す
る

が
そ
の
課
題
は
何
か
。

町
長　

不
燃
ご
み
の
一
部

が
、
可
燃
ご
み
と
定
義
さ

れ
、
ご
み
量
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
減
量
化

問　

収
集
車
の
積
載
量
管

理
と
安
全
教
育
計
画
は
。

課
長　

積
載
量
管
理
記
録

を
毎
月
確
認
し
、
収
集
マ

ナ
ー
や
交
通
安
全
対
策
等

の
履
行
指
導
を
実
施
す
る
。

道
路
行
政
推
進
状
況
は

問　

国
道
の
定
期
的
な
交

通
量
調
査
の
考
え
は
。

課
長　

大
変
有
効
的
な
調

査
で
あ
り
、
地
区
の
協
力

を
得
ら
れ
れ
ば
実
施
が
良

い
と
考
え
る
。

問　

国
道
１
５
３
号
羽
北

地
区
渋
滞
解
消
対
応
は
。

課
長　

春
日
街
道
先
線
の

竣
工
に
よ
り
１
万
台
の
分

散
が
予
測
さ
れ
る
。
し
か

し
、
原
交
差
点
の
改
良
な

く
し
て
慢
性
的
な
渋
滞
解

消
に
繋
が
ら
な
い
。
引
き

続
き
事
業
推
進
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
た
い
。

問　

宮
所
地
区
国
道
改
良

事
業
の
推
進
状
況
は
。

課
長　

本
年
度
事
業
採
択

に
向
け
詳
細
測
量
を
行
う
。

平
成
31
年
度
社
会
資
本
交

付
金
の
安
全
事
業
で
実
施

で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

調
整
し
、
国
ヘ
概
算
要
望

等
を
行
っ
て
い
く
。

移
住
定
住
の
推
進
は

問　

長
野
県
「
移
住
モ
デ

ル
地
区
」
認
定
に
向
け
て

の
進
捗
は
。

課
長　

8
月
10
日
付
け
で

川
島
区
か
ら
町
へ
申
請
が

あ
り
、
22
日
に
町
の
推
薦

書
を
付
け
て
県
へ
申
請
し

た
。
１
ヶ
月
程
で
認
定
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

川
島
小
学
校
の
存
続
は

問　

町
長
は
総
合
教
育
会

議
で
、
３
年
と
い
う
期
限

を
付
け
て
「
存
続
さ
せ
る
」

と
発
言
さ
れ
た
が
、
中
長

期
的
な
計
画
は
。

町
長　

３
年
と
い
う
期
間

は
、「
長
野
県
移
住
モ
デ
ル
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新年度予算編成で
支援策等を検討

町長

問　

猛
暑
災
害
は
ホ
タ
ル

生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
。

課
長　

気
温
の
上
昇
に
比

べ
水
路
の
水
温
は
上
が
ら

ず
影
響
は
な
か
っ
た
が
、

水
路
で
は
酸
素
不
足
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後

気
象
変
動
に
は
カ
ワ
ニ
ナ

へ
の
影
響
を
考
え
水
路
管

理
の
方
法
等
を
十
分
注
視

し
て
い
く
。

問　

ほ
た
る
祭
り
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
東
日
本
随

一
」
か
ら
「
日
本
一
」
で
よ

い
の
で
は
。

副
町
長　

発
生
数
か
、
流

域
面
積
か
、
祭
の
回
数
か

色
々
前
提
が
考
え
ら
れ
る

が
、
決
定
的
根
拠
は
不
明
。

ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
で
東
日

本
で
は
辰
野
町
が
一
番
と

い
う
観
点
か
ら
付
け
た
も

の
。
西
日
本
ま
で
入
れ
る

と
日
本
一
か
不
確
か
な
た

め
謙
虚
な
表
現
と
言
え
る
。

問　

童
謡
公
園
に
「
ほ
た

る
資
料
館
」
設
置
を
。

町
長　

ほ
た
る
童
謡
公
園

は
、
平
成
元
年
〜
14
年
度

に
か
け
「
ほ
た
る
童
謡
公

園
基
本
計
画
」
に
基
づ
き

整
備
さ
れ
た
が
、「
ほ
た
る

展
示
館
」
は
厳
し
い
財
政

下
で
凍
結
さ
れ
た
。
今
後
、

未
整
備
の
下
辰
野
側
の
入

場
口
付
近
の
整
備
計
画
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
都

市
公
園
と
し
て
の
機
能
や

規
模
の
維
持
等
を
基
に
研

究
検
討
し
た
い
。

問　

町
内
ホ
タ
ル
生
息
地

の
調
査
目
的
、
実
態
は
。

課
長　

ホ
タ
ル
の
発
生
環

境
を
調
査
し
、
今
後
の
町

づ
く
り
政
策
に
生
か
し
た

い
。
調
査
状
況
は
「
ほ
た

る
マ
ッ
プ
」
と
し
て
関
係

者
に
配
布
し
て
い
る
。

問　

新
た
に
「
町
観
光
年

間
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
編
集
制
作
を
。

課
長　

実
施
し
た
い
。

豪
雨
災
害
と
町
の
備
え
は

問　

西
日
本
豪
雨
災
害
の

受
け
止
め
と
教
訓
は
。

町
長　

豪
雨
災
害
時
の
避

難
情
報
に
つ
い
て
は
、
広

報
や
出
前
講
座
な
ど
で
判

り
や
す
く
周
知
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
避
難

情
報
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
空

振
り
覚
悟
で
早
く
出
す
こ

と
を
心
掛
け
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
町
内
砂
防
ダ
ム
の
実
態

・
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

の
有
用
性
の
徹
底
を

・
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

ほ
た
る
童
謡
公
園
に

「
ほ
た
る
資
料
館
」
設
置
の
考
え
は

下
辰
野
側
の
整
備
計
画
の

課
題
と
セ
ッ
ト
で
研
究
し
た
い

宇
う

治
じ

 徳
のり

庚
みち

 議員

危険なブロック塀の
撤去に関する町の対応は
町
長

中
なか

谷
や

 道
みち

文
ふみ

 議員

問　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
件
数
並
び
に
町
と
し
て

の
具
体
的
な
取
り
組
み
及

び
支
援
策
は
。

課
長　

各
小
学
校
区
で
の

通
学
路
調
査
で
は
、
危
険

と
思
わ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
12
カ
所
と
判
明
し
た
。

　

広
報
に
て
各
家
庭
で
の

点
検
を
促
し
、
相
談
窓
口

を
周
知
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
解

体
撤
去
推
進
に
向
け
た
補

助
支
援
策
は
、
次
年
度
の

予
算
計
上
の
段
階
で
検
討

し
た
い
。

参
考　

こ
の
件
に
つ
い
て

議
会
で
も
要
望
事
項
と
し

て
町
長
宛
て
に
、
当
町
で

支
援
策
を
講
ず
る
よ
う
要

望
し
た
。

今
後
の
町
内
空
調
設
備
は

問　

空
調
施
設
整
備
計
画

と
今
後
の
対
応
は
。

課
長　
『
猛
暑
か
ら
こ
ど

も
を
守
れ
』
を
テ
ー
マ
に

積
極
的
に
取
り
組
み
中
で
、

小
中
学
校
で
は
国
の
予
算

３
分
の
１
を
利
用
し
、
総

額
４
億
円
規
模
で
計
画
し

た
。
32
年
度
ま
で
に
必
要

な
箇
所
は
全
て
完
成
予
定

で
あ
り
、
今
議
会
に
調
査

委
託
料
を
計
上
し
た
。

問　

未
設
置
の
町
施
設
や

地
区
公
民
館
等
へ
の
考
え

は
。

課
長　

希
望
は
あ
る
が
、

保
育
園
、
小
学
校
を
最
優

先
し
、
そ
の
他
は
状
況
を

見
て
対
応
検
討
し
た
い
。

ま
ず
は
子
ど
も
優
先
。

県
道
の
樹
木
管
理
は

問　

県
道
下
諏
訪
辰
野
線

郡
境
付
近
の
樹
木
管
理
に

つ
い
て
は
。

課
長　

支
障
が
あ
る
場
合

は
伊
那
建
設
事
務
所
で
対

応
す
る
が
、
所
有
者
管
理

が
原
則
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
適
正
管
理
を
促
す

が
、
所
有
者
の
理
解
、
地

域
の
声
を
受
け
て
要
望
し

て
も
ら
い
た
い
。

町
に
道
の
駅
を

問　

元
気
な
町
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
町
に
道
の

駅
の
設
置
は
。

副
町
長　

魅
力
的
な
手
段

と
思
う
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
今
町
の
取
り
組
み

テ
ー
マ
の
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
や
生
活
道
路
の
充

実
を
優
先
し
て
お
り
、
現

段
階
で
は
難
し
い
。
な
お
、

経
営
的
課
題
も
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
。

県道下諏訪辰野線上平出郡境付近

倉敷市真備町の災害ゴミ
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町
長　

議
会
・
区
長
会
な

ど
も
反
対
し
て
い
る
。
変

わ
る
こ
と
な
く
白
紙
撤
回

を
求
め
て
い
く
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

被
害
想
定
は

課
長　

天
竜
川
の
国
管
理

部
分
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
（
背
水
）
に
つ
い
て

は
被
害
想
定
が
で
き
て
い

る
が
、
県
管
理
河
川
（
横

川
川
等
）
で
の
合
流
部
分

は
今
後
の
検
討
に
な
る
。

問　

避
難
勧
告
等
の
発
令

に
際
し
て
総
合
的
に
判
断

す
る
た
め
の
材
料
は
。

課
長　

町
専
用
の
気
象
台

と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
あ

り
、
予
報
官
と
直
接
話
し

が
で
き
る
。
緊
急
に
危
険

が
迫
っ
た
場
合
、
町
長
や

担
当
者
の
携
帯
に
連
絡
が

入
る
。

問　

災
害
の
種
類
に
よ
っ

て
は
避
難
に
適
し
て
い
な

い
避
難
所
も
あ
る
。
避
難

情
報
の
種
類
や
、
各
避
難

所
が
ど
の
災
害
に
適
し
て

い
る
か
等
を
チ
ラ
シ
に
し

て
判
り
や
す
い
と
こ
ろ
に

張
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
標

識
の
設
置
を
。

板沢の最終処分場を
上伊那全体の問題に
町
長上伊那の市町村長も深刻な
事態とし、展開次第では協力も

向
むかい

山
やま

 光
ひかる

 議員

問　

地
元
の
粘
り
強
い
運

動
と
と
も
に
町
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ぶ
れ

な
い
姿
勢
が
重
要
だ
。

課
長　

家
庭
用
備
蓄
品
セ
ッ

ト
の
販
売
等
に
合
わ
せ
て
検

討
す
る
。
電
柱
広
告
を
募

集
し
て
表
示
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
。

児
童
の
色
覚
異
常
に

対
応
チ
ョ
ー
ク
を

教
育
長　

チ
ョ
ー
ク
購
入

時
に
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問　

防
災
マ
ッ
プ
の
配
色

等
に
も
対
応
を
。

課
長　

更
新
時
に
配
慮
す

る
。
様
々
な
分
野
で
も
配

慮
し
て
い
き
た
い
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
等

職
員
の
心
身
の
状
況
は

課
長　

20
人
が
高
ス
ト
レ

ス
と
判
定
さ
れ
た
が
、
産

業
医
と
の
面
談
希
望
は
な

か
っ
た
。
今
後
、
講
演
会

を
行
う
。
セ
ク
ハ
ラ
、
パ

ワ
ハ
ラ
等
の
窓
口
の
あ
り

方
も
検
討
す
る
。

松
く
い
虫
被
害
の監視

強
化
を

要
望　

松
く
い
虫
被
害
が

岡
谷
市
で
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
関
連
し
て
、
塩
尻
市

北
小
野
で
は
昨
年
か
ら
被

害
が
出
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
一
層
の
監
視
を
強

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

効
果
を
も
た
ら
す
事
が
出

来
る
と
想
像
す
る
。「
都
市

交
流
」
は
民
間
を
主
流
に

展
開
し
交
流
活
動
が
日
に

日
に
膨
ら
み
、
益
々
盛
ん

に
な
る
事
を
期
待
す
る
。

活
動
が
盛
ん
に
な
れ
ば
行

政
も
側
面
か
ら
活
動
を
応

援
し
て
行
き
た
い
。
交
流

活
動
が
さ
ら
に
広
が
り
、

町
民
福
祉
に
繋
が
れ
ば
、

ど
の
様
な
位
置
付
け
で
取

り
組
む
か
検
討
し
た
い
。

夢
を
与
え
る

「
学
校
交
流
」
の
思
い
は

問　

国
際
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
で
国
を
超
え
て

相
互
に
理
解
し
合
う
事
は

町
内
小
・
中
・
高
校
生
に

と
っ
て
重
要
な
教
育
課

題
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」「
論
よ
り
証
拠
」
の
言

葉
が
あ
る
が
、
そ
の
土
地

に
実
際
に
降
り
立
ち
、
人

情
に
触
れ
て
初
め
て
異
文

台
湾
と
の
「
都
市
交
流
」

の
取
り
組
み
は

問　

台
湾
と
自
治
体
間
交

流
を
進
め
る
事
に
よ
っ
て

ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を

築
き
相
互
信
頼
・
友
好
を

深
め
る
と
と
も
に
、
辰
野

町
の
地
域
経
済
の
活
性
化

と
観
光
産
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

台
湾
と
の
「
都
市
交
流
」

の
考
え
は
。

町
長　

台
湾
は
深
い
歴
史

と
産
業
経
済
も
発
展
し
親

し
み
を
感
じ
る
、
親
日
家

も
多
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

は
重
要
な
国
。
相
互
の
交

流
に
よ
り
双
方
に
大
き
な

化
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

る
。
地
域
に
優
れ
た
若
者

が
数
多
く
育
つ
事
が
、
真

の
地
方
創
生
、
地
域
活
性

化
に
繋
が
る
。
台
湾
の
印

象
と
「
学
校
交
流
」
に
対

す
る
思
い
は
。

教
育
長　

台
湾
は
と
て
も

良
い
国
と
い
う
印
象
が
あ

り
、
日
本
に
居
る
様
な
安

心
感
を
覚
え
た
。
自
然
豊

か
で
地
域
の
文
化
や
日
本

統
治
時
代
の
も
の
を
誇
り

に
し
、
大
事
に
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
姿
に
、
台

湾
の
人
々
の
生
き
方
を
学

ん
だ
。
言
葉
も
文
化
も
習

慣
も
違
う
か
ら
こ
そ
、
交

流
が
出
来
れ
ば
大
変
素
晴

ら
し
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
ん
だ
今
日
の
社
会
を

思
う
と
き
、
こ
れ
か
ら
の

子
ど
も
達
は
広
く
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
の
段
階
か
ら
異
文

化
交
流
は
大
事
。
ど
ん
な

交
流
が
出
来
る
か
未
知
数

だ
が
、
教
育
に
お
い
て
夢

を
語
る
こ
と
は
大
事
、「
E

サ
ミ
ッ
ト
」
で
話
題
と
し

て
取
り
上
げ
た
い
。

篠
しの

平
ひら

 良
りょう

平
へい

 議員

教育長
異
文
化
交
流
は
大
事
、

交
流
が
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い

夢
の
あ
る
台
湾
「
学
校
交
流
」

の
取
り
組
み
は

建設阻止期成同盟会による現地説明会
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町
長

庁
内
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

創
設
検
討
委
員
会
を

町長

現
時
点
で
は
、設
置
は
考
え
て
い
な
い

問　

高
速
道
路
の
休
憩
施

設
か
ら
隣
接
す
る
都
市
公

園
等
に
直
接
車
で
乗
入
れ

可
能
と
な
る
「
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
」
が
全
国
で

広
ま
っ
て
い
る
。
荒
神
山

の
施
設
の
利
用
向
上
、
観

光
面
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス
」
創
設
に
向
け
て
、

庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

副
町
長　

荒
神
山
公
園
内

整
備
の
優
先
順
位
、
ま
た
、

辰
野
町
の
事
業
全
体
の
優

先
順
位
か
ら
考
え
て
、
現

時
点
で
は
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

川
島
の
定
住
政
策

問　

特
認
校
制
度
に
よ
り

川
島
小
学
校
に
通
学
す
る

児
童
に
は
通
学
手
段
と
通

学
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て

い
る
が
、
川
島
地
区
か
ら

町
内
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
児
童
に
は
支
給
さ

れ
て
い
な
い
。
既
住
住
民

の
定
住
政
策
と
し
て
特
認

校
制
度
の
児
童
と
同
じ
よ

う
に
、
補
助
金
の
支
給
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

関
係
者
及
び
関
係

機
関
に
も
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
役
場
内
で
検
討

し
判
断
し
た
い
。

川
島
が
住
み
や
す
い
教
育

環
境
地
域
と
な
る
た
め
に

問　

大
人
数
の
教
育
、
少

人
数
の
教
育
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

多
様
性
を
認
め
合
え
る
教

育
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
指
定
校
変
更
を
希
望

す
る
場
合
は
、
川
島
地
域

の
児
童
が
大
人
数
の
教
育

を
希
望
す
る
場
合
と
い
う

一
項
目
を
設
け
る
べ
き
と

思
う
が
。

教
育
長　

他
地
区
へ
通
学

出
来
る
項
目
を
設
け
る
と
、

率
先
し
て
外
へ
出
し
て
い

る
と
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。

今
ま
で
ど
お
り
の
項
目
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

川
島
小
学
校
の
将
来
を

考
え
る
連
絡
会
議
と
は

問　

教
育
委
員
会
が
、
現

状
で
は
、
教
育
面
か
ら
川

島
小
学
校
の
将
来
は
な
い

と
結
論
付
け
て
い
る
な
か

で
、
将
来
を
考
え
る
連
絡

会
議
と
は
ど
の
よ
う
な
意

図
を
持
っ
た
会
議
か
。

町
長　

川
島
小
学
校
を
維

持
す
る
た
め
だ
け
に
一
時

的
な
児
童
確
保
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
持
続
可
能

性
の
あ
る
地
域
の
実
現
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
行
政
、
地
元

区
、
学
校
関
係
者
、
住
民

関
係
者
が
情
報
を
共
有
し
、

機
能
的
に
連
携
し
て
い
く

会
議
で
あ
る
。

小
お

澤
ざわ

 睦
むつ

美
み

 議員

問　

福
祉
灯
油
購
入
券
の

交
付
が
、
平
成
27
年
か
ら

３
年
続
け
て
交
付
さ
れ
て

い
な
い
。
現
在
灯
油
の
価

格
が
上
が
り
続
け
て
い
て
、

町
内
で
は
、
店
頭
販
売
で

87
円
か
ら
98
円
、
宅
配
は

百
円
以
上
と
高
値
を
記
録

中
だ
。
南
箕
輪
村
で
は
、

今
年
２
月
に
85
円
に
な
っ

た
時
点
で
交
付
し
て
い
る
。

当
町
の
交
付
基
準
91
円
の

根
拠
は
何
か
。

課
長　

事
業
を
始
め
た
平

成
19
年
12
月
の
長
野
県
平

均
単
価
が
91
円
な
の
で
、

毎
年
当
初
の
単
価
な
ど
と

比
較
し
て
判
断
し
て
き
た

が
、
平
成
27
年
度
に
91
円

を
判
断
基
準
額
と
し
て
決

め
た
。

要
望　

経
済
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
要
綱

に
記
載
が
な
い
事
項
に
つ

い
て
は
町
長
が
決
め
て
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

基
準
と
す
る
灯
油
価
格
も

そ
の
一
つ
だ
。
経
済
状
況

も
鑑
み
な
が
ら
交
付
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
職
員
の障害

者
雇
用
状
況
は

問　

国
・
県
等
に
よ
る
障

害
者
雇
用
率
水
増
し
問

題
。
就
業
の
機
会
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
障
害
者
雇

用
促
進
法
で
も
「
障
害
者

の
雇
用
の
柱
」
と
し
て
、

民
間
事
業
所
に
は
雇
用
率

が
達
成
で
き
な
け
れ
ば
罰

則
を
強
い
て
い
る
障
害
者

雇
用
率
制
度
。
町
職
員
の

障
害
者
雇
用
状
況
は
。

課
長　

平
成
30
年
度
は
2.4
％

と
法
定
雇
用
率
2.5
％
に
達

し
て
い
な
い
の
で
雇
用
計

画
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
雇
用
実
数
内
の
た

め
提
出
し
て
い
な
い
。
水

増
し
行
為
は
し
て
い
な
い
。

３
歳
未
満
児
の
保
育
園

受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を

問　

３
歳
未
満
児
の
入
園

希
望
が
増
え
て
い
る
と
聞

く
。
中
途
入
園
だ
と
き
ょ

う
だ
い
で
別
々
の
保
育
園

に
通
う
こ
と
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
ク
ラ
ス
増
等
の
考

え
は
。

課
長　

入
園
希
望
は
増
え

て
い
る
。
通
園
規
模
に
即

し
て
や
っ
て
い
く
が
、
現

在
保
育
士
確
保
が
難
し
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
福
祉
医
療
費
窓
口
無

料
化
拡
大
の
要
望

瀬
せ

戸
と

 純
じゅん

 議員

経済状況も勘案し
判断したい

福祉灯油購入券の
交付を

中央保育園未満児室エアコン
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問　

昨
年
度
の
決
算
は
黒

字
に
で
き
た
が
、
最
近
の

５
年
間
、
年
々
外
来
患
者

数
が
減
少
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
要
因
は
何
か
。

事
務
長　

患
者
の
高
齢
化

に
よ
る
入
院
や
施
設
へ
の

入
所
等
で
外
来
患
者
数
が

減
少
し
て
き
て
い
る
。
今

年
度
は
要
望
の
多
か
っ
た

整
形
外
科
や
小
児
科
の
診

療
体
制
が
整
っ
た
こ
と
、

ま
た
７
月
か
ら
外
科
に
新

た
な
医
師
が
着
任
し
た
こ

と
に
よ
り
、
外
来
患
者
数

の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

人
口
減
少
対
策
は

問　

辰
野
町
は
直
近
の
30

年
間
に
人
口
が
２
割
減
少

し
た
。
そ
し
て
30
年
後
に

は
４
割
減
少
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
だ
け
人
口

減
少
が
進
む
と
、
町
が
抱

え
て
い
る
施
設
や
イ
ン
フ

ラ
設
備
が
維
持
管
理
で
き

な
く
な
る
心
配
が
あ
る
。

現
在
町
が
進
め
て
い
る
対

策
は
何
が
あ
り
、
そ
の
成

果
は
ど
う
か
。

町
長　

移
住
定
住
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
数
々
の
施

策
に
よ
り
４
年
前
は
２
人

対
し
て
は
、
工
事
実
施
予

定
２
カ
所
、
計
画
中
が
１

カ
所
で
あ
る
。

問　

各
学
校
の
通
学
路
総

点
検
は
ど
の
様
な
方
法
で

実
施
す
る
の
か
。

教
育
長　

各
地
区
担
当
の

先
生
や
保
護
者
か
ら
の
情

報
、
特
に
通
学
路
の
危
険

箇
所
は
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

本
部
会
に
情
報
が
集
ま

り
、
そ
れ
を
集
約
し
学
校

に
寄
せ
ら
れ
る
。

問　

ゾ
ー
ン
30
の
申
請
方

法
、
今
後
の
設
置
予
定
は
。

課
長　

地
元
で
エ
リ
ア
を

決
め
、
町
と
共
に
警
察
へ

行
く
。
警
察
の
判
断
基
準

と
し
て
エ
リ
ア
内
に
２
車

線
道
路
が
な
い
こ
と
、
住

民
反
対
者
は
い
な
い
か
判

断
し
要
望
書
を
提
出
し
、

地
元
説
明
会
を
開
き
理
解

を
深
め
る
。

問　

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

通
学
路
の
安
全
確
保
を

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら

の
通
学
路
危
険
箇
所
安
全

対
策
の
要
望
で
、
今
年
度

改
善
さ
れ
た
箇
所
、
ま
た

今
後
の
計
画
は
。

町
長　

ハ
ー
ド
的
な
対
策

を
建
設
水
道
課
で
担
当
し

て
い
る
。
新
設
の
要
望
が

主
で
、
隣
接
地
権
者
や
施

設
管
理
者
の
承
諾
が
必
要

な
案
件
や
、
事
業
期
間
を

相
当
要
す
る
案
件
が
多
い
。

実
施
す
る
に
は
地
元
分
担

金
が
か
か
る
た
め
、
区
と

調
整
し
区
要
望
と
し
て
あ

げ
て
い
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。
今
年
度
要
望
に

い
て
、
行
政
の
対
応
は
。

課
長　

点
検
を
促
す
広
報

を
出
し
て
い
る
。
ま
た
相

談
窓
口
は
伊
那
建
設
事
務

所
で
対
応
し
て
い
る
。

問　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費

用
の
補
助
金
の
考
え
は
。

課
長　

来
年
度
予
算
計
上

し
て
い
く
。

問　

登
下
校
で
遠
い
児
童

の
距
離
、
時
間
は
。

教
育
長　

3.5
㎞
で
50
分
か

か
る
。

問　

見
守
り
隊
の
配
置
場

所
は
適
正
か
。

教
育
長　

出
来
る
時
に
で

き
る
範
囲
で
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

災
害
時
対
応
の
推
進
を

問　

避
難
所
開
設
運
営
訓

練
を
町
、
区
で
や
る
考
え

は
。

課
長　

今
年
は
新
町
区
で

実
施
し
た
。
今
後
全
区
で

実
施
を
目
指
す
。

問　

災
害
時
の
飲
料
水
、

食
糧
、
ミ
ル
ク
、
お
む
つ

等
生
活
必
需
品
に
つ
い
て
、

災
害
協
定
の
民
間
業
者
と

の
調
整
は
。

課
長　

27
業
者
と
協
定
を

結
ん
で
い
る
。

成
なる

瀬
せ

 恵
え

津
つ

子
こ

 議員

先
生
や
保
護
者
か
ら
の
情
報
を

学
校
に
集
約
す
る

通
学
路危険

箇
所
総
点
検
の
方
法
は

熊
くま

谷
がい

 久
ひさ

司
し

 議員

問　

辰
野
病
院
は
一
昨
年

６
，
５
０
０
万
円
も
の
赤

字
を
出
し
た
が
、
昨
年
は

１
千
万
円
近
い
黒
字
に
な
っ

た
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

事
務
長　

入
院
対
応
に
力

を
入
れ
、
病
床
利
用
率
の

向
上
が
あ
っ
た
。
ま
た
４

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
職

員
の
意
識
が
高
ま
っ
た
た

め
と
思
っ
て
い
る
。

で
あ
っ
た
移
住
者
が
昨
年

は
85
人
に
増
加
し
、
３
年

間
で
は
２
３
３
人
、
95
世

帯
の
移
住
が
あ
っ
た
。

問　

一
昨
年
、
辰
野
町
の

出
生
数
は
98
人
で
箕
輪
町

が
２
０
４
人
、
南
箕
輪
村

は
１
７
４
人
で
あ
る
。
人

口
減
少
対
策
と
し
て
町
に

不
足
し
て
い
る
こ
と
は
何

か
。

課
長　

自
然
増
す
な
わ
ち

出
生
数
の
増
加
の
た
め
に

は
、
若
い
世
代
の
仕
事
と

住
ま
い
の
確
保
が
必
要
で
、

ア
パ
ー
ト
や
住
宅
地
の
選

択
肢
が
少
な
い
と
感
じ
て

い
る
。

問　

家
や
土
地
を
求
め
や

す
く
す
る
た
め
に
は
何
が

必
要
か
。

課
長　

定
住
促
進
奨
励
金

制
度
や
空
き
家
改
修
補
助

金
制
度
を
実
施
し
、
そ
の

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

ア
パ
ー
ト
・
住
宅
向
け
の

土
地
は
辰
野
町
の
地
形
上

不
足
し
て
い
る
。
今
後
農

振
地
域
の
総
合
見
直
し
に

向
け
て
の
検
討
を
関
係
各

課
と
連
携
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

教育長

午後の外来診察は
可能か
町
長
科によっては対応可能なので
問い合わせを
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前回の議会報告会の様子前回の議会報告会の様子

辰
野
町
議
会
だ
よ
り

第
71
号

発
行
日
・
平
成
30
年
11
月
１
日　
　
　
編
集
・
辰
野
町
議
会
広
報
委
員
会　
　

発
行
・
辰
野
町
議
会

広報委員　中谷　道文

　本年は節目の年で、ほたる祭りが 70 回、武居町長のもと、新たな
町の発展が期待されています。
　議会だよりも70 号が８月発行され、委員６人と事務局で『開かれた
議会』を目指し、議会活動の状況や、町民の皆様の貴重なご意見を正
確に伝え、町政に反映すべく努力中であります。
　発行に当たっては、年４回の定例会ごとに企画・編集、原稿依頼・作成、
原稿の推

すいこう

敲、校正・印刷、仕分け・発送作業と多くの時間と労力をかけ、
年々工夫改善をしながら発行しています。
　議会だよりが議会広報活動の一翼を担い、町政発展
の大きなパイプ役となるよう努力してまいります。

沢底　有賀　史夫
　より住みよい町にするため、身近な問題が審議さ
れ町の施策が出される。また、それを見守る。町議
会の動向には、いつも関心をもっている。大新聞の

トップニュースとは異なった、地方自治ならではの大切なところ
である。住みよい町とは自然災害に強く、仕事の場所があり、安心・
安全に生活できる町であろう。幸い、辰野町は意欲ある議員に恵
まれ、まちづくりが活発に議論されているのは嬉しい事である。
　最近では、地元に関係する問題として、諏訪湖周辺都市の最終
処分場の板沢への建設計画については、特に関心を持って議会を
見つめているものである。
　住んでみたい町として、全国的にも高い評価を得る町の実をさ
らにあげたいと希うものである。

町民
の声

編 集 後 記編 集 後 記

町
長

熱
中
症
対
策
は

問　

こ
の
夏
の
熱
中
症
は

災
害
級
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
学
校
や
保
育
園
の
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
町
は

来
年
度
エ
ア
コ
ン
設
置
の

計
画
を
示
し
、
財
源
確
保

と
し
て
国
交
付
金
を
活
用

と
の
事
だ
が
、
交
付
金
の

補
助
率
は
不
透
明
で
あ
る
。

交
付
金
が
無
く
と
も
設
置

す
る
覚
悟
は
あ
る
か
。

町
長　

大
切
な
子
ど
も
達

の
た
め
、
国
の
交
付
金
の

採
択
に
関
わ
ら
ず
エ
ア
コ

ン
の
設
置
は
進
め
た
い
。

問　

今
夏
の
熱
中
症
防
止

へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

各
校
で
終
業
式

な
ど
の
時
間
の
繰
り
上

げ
、
郊
外
活
動
、
午
後
の

プ
ー
ル
や
部
活
動
の
中
止

な
ど
を
行
っ
た
。

　

保
育
園
で
は
運
動
会
の

日
程
を
延
期
し
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。
来
年
以
降
も
猛

暑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

校
長
会
に
は
夏
休
み
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
投
げ
掛
け
た
。

問　

熱
中
症
予
防
の
周
知

策
は
。

課
長　

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓

発
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
健

診
や
介
護
予
防
教
室
、
民

生
児
童
委
員
の
高
齢
者
宅

訪
問
等
で
注
意
を
喚
起
し

た
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
に

対
す
る
減
災
対
策

問　

竜
西
宮
木
地
区
土
砂

災
害
警
戒
区
域
内
の
災
害

防
止
対
策
の
推
進
状
況
は
。

課
長　

楡
沢
川
に
つ
い
て

は
、
農
免
道
路
よ
り
上
流

部
分
を
長
野
県
が
根
固
め

工
、
渓
流
保
全
工
を
計
画

し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
用
地
交
渉
を

行
っ
て
お
り
、
用
地
取
得

次
第
着
手
す
る
。

　

梨
洞
地
籍
は
扇
状
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
山
か
ら
出

た
水
を
、
町
有
地
の
中
に

導
水
路
を
掘
っ
て
誘
導
浸

透
さ
せ
る
応
急
工
事
等
現

時
点
で
出
来
る
対
策
を
講

じ
た
い
。

福
祉
避
難
所
新
規
開
設
を

問　

近
年
全
国
各
地
で
の

大
災
害
に
よ
る
避
難
生
活

は
過
酷
さ
が
増
し
て
い
る
。

災
害
に
即
対
応
出
来
る
福

祉
避
難
所
の
設
置
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
と
提
携
し
、
全
て

の
条
件
が
整
っ
て
い
る「
パ

レ
ス
た
つ
の
」
へ
の
福
祉

避
難
所
設
置
を
提
案
す
る
。

課
長　

同
施
設
は
安
全
性
、

交
通
の
便
な
ど
の
面
で
好

条
件
。
ま
ず
は
Ｊ
Ａ
と
相

談
し
た
い
。

宮
みや

下
した

 敏
とし

夫
お

 議員

国の交付金の採択に
関わらず設置は進めたい

エアコン設置計画の
財源確保は

第13回第13回

議会報告会議会報告会ののお知らせお知らせ
　議会報告会を下記の日程で開
催します。ぜひ、お出かけいただ
きご意見をお願いします。

　日時：
　　11 月 16日（金）
　　　午後6時 30分～午後 8時

　場所：役場第 6会議室（2階）
　内容：6月・9月定例会、
　　　　議会活動
【分科会テーマ】
　総務産業常任委員会
　「地域の防災対策」
　・あなたの感じる不安なこと
　福祉教育常任委員会
　「辰野町の医療について考える」
　・辰野病院の現状について
　・上伊那医療圏の現状について


